
Ⅻ　子どもと家族の支援チーム

Ⅻ-１　チーム活動の実際（直接対応） Ⅻ-２　チーム活動の実際（会議・研修会等）

活動 件数 活動内容 回数

気がかりシート提出数 988 定例会議(隔月開催) 5

チーム対応した事例 54 小児科カンファレンス(事例検討) 10

市、その他関係機関との情報共有 15 四者連携協議会 1

Ⅻ-３　気がかりシート提出状況（病棟別）2022.1.18チーム主催ワークショップ Ⅻ-４　気がかりシートの紹介

※2019年度の「気がかりシート」配布先は、7東病棟、
救急・EICU、NICU・GCU、小児科外来のみ

Ⅻ-５　チームリーダーより一言チーム代表より一言(田中靖彦)

子どもの予定外受診、緊急入院で記入をお願いしています。

チェック項目に該当があれば当チーム☎48029へ連絡をお願いし

ます（日勤帯のみ）

子どもと家族の支援チームは、子ども虐待に対し、組織的に子どもの安全をより確実に担保し、支援につなげることを目的

として発足し、2019年度から院内公式チームとして活動している。メンバーは医師、看護師（救急看護認定看護師、新生児

集中ケア認定看護師、小児看護専門看護師含む）、ソーシャルワーカー、公認心理師等で、小児科だけではなく救命救急セ

ンターや精神科神経科など、多領域・多職種で構成されている。

主な活動は支援の必要な小児や家族への直接対応、関係機関との連絡であるが、スクリーニング機能強化のために2020年4

月より「気がかりシート」をすべての病棟に配布し、改訂を続けている。今後はチームの活動や「気がかりシート」の活用

についてさらに周知を図り、医療従事者からの相談対応や児童への支援に関するスタッフ教育を進めていく方針である。ま

た2020年度より迅速な対応に役立てることを目的としてチーム専用の院内携帯電話を用意している。

2021年度は気がかりシートなどの改訂を行い、脳死下臓器移植マニュアルの改訂にかかわった。

また、研修医を対象とした講義、徳島大学法医学教室主田准教授による「傷のワークショップ」を主催した。

2021年度はコロナ禍で他病院との合同カンファ

レンスは行うことができませんでしたが、初期研

修医に対する講習、講師を招いてのワークショッ

プを各1回ずつ開催できました。

スタッフの皆さんの協力もあり前年度よりもチー

ム外に発信する機会を増やすことができたように

思います。

もちろん本来の小児患者さんやご家族への対応も

続けていきますので、よろしくお願いいたします。
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